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1はじめに

4D Transporterについて

4D Transporterは、4th Dimensionと4D Serverバージョン6以降で使用する4Dユーティリテ
ィプログラムで、MacOS上で使用します。4D Transporterは、あるプラットフォーム上で
開発されたデータベースを他のプラットフォームで使用するためにトランポートする際
に使用します。

4D Transporterには、次のような機能をがあります：

■MacintoshからWindowsにデータベースをトランスポートする際に、Macintoshの4Dデ
ータベースファイルや他の関連ファイル、ドキュメント等をデータフォークとリソー
スフォークに分割し、Windows上で使用できるように変換します。

■WindowsからMacintoshへとデータベースをトランスポートする際には、Windowsの
4Dデータベースや他の関連ファイル、ドキュメント等をデータとリソースファイルを
マージし、Macintosh上で使用できるように変換します。

MacintoshからWindows上にトランスポートする場合、DOSのファイル名の長さに関する
制限である“8文字の名前+3文字の拡張子”というファイル名が、オプション機能によ
り適用できます。
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トランスポートはなぜ必要か？

Macintosh上で4Dデータベースを作成する場合、プログラムでは2つのファイル（ストラ
クチャファイルとデータファイル）が入ったフォルダを作ります。例えば、「Airlines」デ
ータベースを作ると、「Airlines」というストラクチャファイルと「Airlines.data」というデ
ータファイルが入った「Airlines f」という名前のフォルダが作られます。

Windows上で4Dデータベースを作成する場合、プログラムによっては3つのファイル
（ストラクチャファイル、リソースファイル、データファイル）が入ったディレクトリを
作ります。例えば、「AIRLINES」データベースを作ると、「AIRLINES.4DB」というスト
ラクチャファイル、「AIRLINES.RSR」というリソースファイル、「AIRLINES.4DD」とい
うデータファイルが入った「AIRLINES」という名前のディレクトリが作られます。

注：Windows95を使用している場合、拡張子は画面上に表示されません。

このようなプラットフォーム間のファイル構成の相違は、MacintoshとWindowsのオペレ
ーティングシステムのファイルマネージャ（OSの一部であり、ディスク上のファイルと
ドキュメントの操作を行うもの）が大きく異なるために起こります。

Macintosh上のファイルは、データフォークとリソースフォークと呼ばれる2つの部分か
ら構成されます。Windows上のファイルは、1つのフォークのみで構成されます。

Macintoshファイルのデータフォークは、Windowsファイルや他のオペレーティングシス
テムのファイル（例えばUNIX）と理論的には同じです。Macintoshファイルのリソース
フォークにはリソースが納められています。

リソースは、ローカライズや修正を簡単に行えるようにするためのデータの断片です。
これがMacintoshの設計者による本来の目的、つまり、アプリケーション全体を再構築し
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たりせずに、Macintoshアプリケーションを、ある言語から他の言語に（例えば、英語か
らフランス語やスペイン語に）ローカライズできるようにすることでした。リソースに
は、文字列のリスト、アイコン、ピクチャなどが含まれています。また、ダイアログボ
ックス、メニュー等を納めておくためにもリソースが使われます。例えば、Macintoshア
プリケーションでは、メニューアイテムのテキストがリソースとして納められているの
で、メニューアイテムのスペルの誤りはアプリケーション全体を再構築せずに修正する
ことができます。

その上、年を経るに従い、リソースは他種類のデータを保持するためにも使われるよう
になりました。単純なバイトの連なり（つまり文字から成るTextドキュメント）である
データフォークとは違い、Macintoshファイルのリソースフォークはもともと、構造を持
ったバイトの連なりです。リソースと、リソースをアクセスするためのマップを持って
います。

Windows1にはリソースフォークの概念が存在しないため、データフォークとリソースフ
ォークの両方を持つMacintoshファイルをコピーすると、Windowsプラットフォームでは
データフォークだけがコピーされ、認識されます。

したがって、Macintosh上とWindows上の両方で動作するアプリケーションで作業する場
合、Macintosh上で実行する際に、アプリケーションで管理されるドキュメントにデータ
フォークとリソースフォークの両方が使われている場合には、この問題を考慮する必要
があります。

このことは4th Dimensionにも当てはまります。Macintosh上で、4th Dimensionは、データ
ベースのストラクチャファイルとデータファイルに関して、データフォークとリソース
フォークの両方を使います。

Macintosh版の4Dデータベースファイルを直接PCにコピーしても、コピー後のファイル
でWindows版の4th Dimensionは動作しません。ファイル内のリソースフォークに納めら
れた重要な情報が失われているからです。

4D Transporterはユーティリティプログラムであり、Macintosh上のデータベースを
Windowsにトランスポートしたり、またその逆のトランスポートを行います。Macintosh
からWindowsへトランスポートする際、Macintoshファイルの2つのフォークは2つのファ
イルに分割され、Windows上でコピーしたり、開くことができるようになります。
WindowsからMacintoshへトランスポートする際には逆の処理が行われ、ストラクチャと
リソースのファイルがマージされます。

1.したがって、このような仮定上のバージョンではWindows上のリソースフォークを扱うことがで
きないため、Windowsバージョンの4D Transporterは存在しません。

はじめに

はじめに 1
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4DのMacintosh上のデータベースファイルについて

4Dデータベースファイルのデータフォークには「デザイン」モードで作成したオブジェ
クトに関する定義情報がすべて納められています。これには、レイアウト、レイアウト
スクリプト、プロシージャ、カスタムメニュー等が含まれます。

4Dデータベースファイルのリソースフォークは、データファイルへのパスなども含めた
文字列のようなリソースを保持するために使われます。また、リソースフォークには、
68K Macintosh用の古い形式の4D Extensionsも納められています。4Dディベロッパによっ
ては、データベースで使用する文字列リストやピクチャ等を納めておくこともあります。

注：Macintoshの4Dデータベースのストラクチャファイルでは、データフォークとリソ

ースフォークともに、数キロバイト、時には数メガバイトの情報を納めておくことがで

きます。

4Dデータベースのデータファイルのデータフォークには、レコードすべて、内部アドレ
ステーブル、インデックス等が保存されています。4Dデータベースのデータファイルの
リソースフォークは、一般には空ですが、リソースをいくつか含んでいることがありま
す。例えば、Customizer Plusを使ってデータファイルとストラクチャファイルを関連付け
る場合、内部的に、2つのファイルのリソースフォークに、同じWEDDリソースを追加し
ます。

注：Macintosh 4Dデータベースのデータファイルのデータフォークには、数ギガバイト

のデータを納めることができます。リソースフォークは通常、空か、または非常に小さ

いものです。
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4D Transporterによる処理と4Dのプラットフォームに依存しない技法

4D Transporterによって処理されることは非常に単純です：

■MacintoshからWindowsへデータベースをトランスポートする場合、Macintoshファイ
ルのデータフォークとリソースフォークを、Windowsで使用できる2つの個別のファ
イルにコピーします。

■WindowsからMacintoshへデータベースをトランスポートする場合、ファイルと関連す
るリソースファイル（存在していれば）を、ファイルをデータフォークに持ち、関連
のリソースファイルをリソースファイルに持つような1つのMacintoshファイルにコピ
ーします。

4D Transporterでは、次のような形でMacintoshの4Dデータベースをトランスポートします。

■ストラクチャファイルのデータフォークを.4DBファイルにコピーします。Windows上
では、このファイルを「データベースストラクチャ」ファイルと呼びます。

■ストラクチャファイルのリソースフォークを.RSRファイルにコピーします。Windows
上では、このファイルを「データベースリソース」ファイルと呼びます。

■データファイルのデータフォークを（空でなければ）.4DDファイルにコピーします。
Windows上では、このファイルを「データベースデータ」ファイルと呼びます。

前述した「Airlines」データベースの例では、MacintoshのデータベースをWindowsへトラ
ンスポートすることによって、AirlinesファイルからAirlines.4DBとAirlines.RSRが作られ、
Airlines.dataからAirlines.4DD（場合によっては、Airlines.4DRも）が作られます。

4D Transporterでは、次のような形でWindowsの4Dデータベースをトランスポートします。

■Windows上の.4DBファイルと.RSRファイルを1つのファイルにマージします。このフ
ァイルはMacintoshデータベースのストラクチャファイルになります。

■Windows上の.4DDファイル（場合によっては.4DRもともに）を1つのファイルにマー
ジします。このファイルはMacintoshデータベースのデータファイルになります。

前述した「Airlines」データベースの例では、WindowsのデータベースをMacintoshへトラ
ンスポートすることによって、Airlines.4DBとAirlines.RSRからAirlinesファイルが作られ、
Airlines.4DD（場合によっては、Airlines.4DRも）からAirlines.dataファイルが作られます。

2つの操作は対称的であり、片方のプラットフォームでデータベースを作成、または修正
し、その後、他方のプラットフォームに何度でもトランスポートすることが可能です。

4th Dimensionのプラットフォームに依存しない技法により、残りの部分を処理します。
使用中のプラットフォームに限らず、4th Dimensionでは、オブジェクトとレコードをプ

はじめに 1
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ラットフォームに依存しないな形で納めるので、両方のプラットフォーム上で問題なく
参照することができます。さらに、Windowsバージョンの4th Dimensionからも、データ

ベース内に存在するMacintoshのリソースを利用することができます。
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はじめに

はじめに 1

4D Transporterでは処理されないこと

Macintosh上で作業する場合、データベース内に追加されたり、修正されたりするレコー
ドは、データファイルにMacintoshの形式（Motorolaのバイト並び）で書き込まれます。

Windows上で作業する場合、データベース内に追加されたり、修正されたりするレコー
ドはデータファイルにWindowsの形式（Intelのバイト並び）で書き込まれます。

注：デザインオブジェクトは常にMacintoshの形式（Motorolaのバイト並び）で書き込ま

れます。

データベースが、MacintoshとWindowsの両方で使われる場合、データファイルには
MacintoshとWindows“ネイティブ”なレコードが混在するようになります。Macintoshと
WIndowsの両バージョンは、どちらのプラットフォーム上で書かれたレコードでも処理
するように設計されています。

4D Transporterでは、ファイルの内部フォーマットの変換は行いません。内部的なデータ
変換は一切行われず、Macintoshのファイルの分割と、Windowsファイルのマージのみが
行われます。

データファイル全体をMacintoshあるいはWindows“ネイティブ”なレコードにする場合
は4D Toolsを使用します。データファイルの圧縮、あるいはタグによる修復を行います。
前述したように、こうした処理を行う必要はありませんが、片方のプラットフォームの
みで稼働させる場合に無駄なバイトスワップ操作（ほとんど実感されません）をなくす
ことができます。
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4D Transporterの使用

4D Transporterアイコンをダブルクリックして、4D Transporterのウインドウを表示させま
す。

注：Windows上では、4D Transporterは使用できません。

4D Transporterには3通りの使い方があります：

■ 4D Transporterを起動し、トランスポートのオプションを選択し、トランスポートする
ファイルを選び、トランスポート処理を実行します。

■ 4D Transporterのアプリケーションのアイコン上に、ファイル（複数可）をドラッグ&
ドロップし、トランスポートのオプションを選択し、トランスポート処理を実行しま
す。

■トランスポートのオプションをディスクに保存し、4D Transporterのアプリケーション
のアイコン上に、ファイル（複数可）をドラッグ&ドロップすると、トランスポート
は自動的に行われます。
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4D Transporterのオプション

ここでは、4D Transporterウインドウのさまざまなオプションについて説明します。

「DOSファイル名をつける」オプション

データベース名はMacintoshとWindowsの両方で31文字以内に制限されています。しかし、
Windows では、ファイル名にはDOSの制限である8文字の名前に3文字の拡張子を使用す
ることがあります。「DOSファイル名をつける」オプション（デフォルトで選択されてい
ます）により、4D Transporterでは、MacintoshからWindowsへファイルをトランスポート
する際にこの規則にしたがってファイル名を修正します。下表は、このオプションが選
択されている場合と、選択されていない場合について、Windowsのストラクチャファイ
ルがどうなるかという例を示したものです。

どちらの場合も、空白文字や、“¥”、“*”、“)”などの文字は下線文字に置き換えられます。。
DOSの命名規則を適用する場合、子音以外の文字は取り除かれ、名前が長すぎる場合は、
8文字（日本語を含む場合は先頭から8バイトまでの文字列）になるように切り捨てられ
ます。

どのオプションが選択された場合も、4th Dimensionはトランスポート後のデータベース
を使って作業することができます。DOSの命名規則の適用は、Windows上でしか役に立
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ちませんが、他のWindowsアプリケーション（長いファイル名がサポートされていない
アプリケーション）からもファイルをアクセスできます。

「環境設定表示」オプション

このオプションにより、4D Transporterでは、アプリケーションが起動されたり、アイコ
ン上にファイルがドラッグ&ドロップされた場合にウインドウを表示します。これはデフ
ォルトで選択されているオプションです。このオプションを選択せずに、アイコン上に
ファイルをドラッグ&ドロップすると、4D Transporterはウインドウを表示しなくなりま
す。代わりに、ディスク上に保存されているトランスポートのオプションを使い、直ち
にトランスポート処理を行います。

注：「環境設定表示」オプションが選択されていないと、4D Transporterのウインドウに

アクセスできなくなってしまいます。元に戻すためには、4D Transport の起動時に

Optionキーを押し続けます。

「設定内容保存」ボタン

何らかのオプションを変更し、次回もその設定を自動的に使いたい場合に、このボタン
をクリックします。オプションを保存し、「環境設定表示」オプションを選択しなければ、
ファイルのトランスポートを迅速に行うことができます。4D Transportは、直ちにトラン
スポート処理を実行し、終了します。

トランスポート：Mac→PC

MacintoshからWindowsへファイルをトランスポートする場合に、このオプションを選択
します。

トランスポート：PC→Mac

WindowsからMacintoshへファイルをトランスポートする場合に、このオプションを選択
します。

「オリジナルファイルをトランスポート」または「コピーしてからトランスポート」

デフォルトでは「コピーしてからトランスポート」オプションが選択されています。
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「コピーしてからトランスポート」が選択されている場合、4D Transporter では、
MacintoshからWindowsにファイルをトランスポートする際には、「PC f」という名前のフ
ォルダを作成し、MacからPCにファイルをトランスポートする際には、「Mac f」という
名前のフォルダを作成します。その後、分割あるいはマージが行われたファイルがその
フォルダにコピーされます。複数ファイルをドラッグ&ドロップすると、最初のファイル
と同じ階層にフォルダが作られます。同じ名前のフォルダがすでに存在している場合、
4D Transporterでは「PC.2 f」または「Mac.2 f」などという名前のフォルダを作成します。

「オリジナルファイルをトランスポート」が選択されている場合、4D Transporterではフォ
ルダを作成せずにファイルの分割やマージを行います。このオプションを使用する場合、
4D Transporterでは元のファイルを保存しません。そこで、4D Transporterからはこの選択
に対して、次のような確認が求められます。

注：間違えてトランスポートしてしまった場合は、逆のトランスポートを行って、ファ

イルを元に戻すことができます。

トランスポートのオプションの選択を終えたら、「トランスポート」ボタンをクリックし
てトランスポート処理を行います。

トランスポートのオプションは任意に変更できます。また、ファイルも必要なだけいく
つでも移動させることができます。終了したら、「終了」ボタンをクリックします。

TIP：ドラッグ&ドロップやトランスポートオプションの保存、4D Transporterの非表示

により、自動的にトランスポート処理を行うことができます。データベースの両方向へ

のトランスポートを行ったり、オプションをたびたび変更する場合には4D Transporter

のコピーを複数作成しておき、コピーごとにそれそれ目的の処理を行います。

クリエーター

ここに、WindowsからMacOSにトランスポートされたドキュメントのクリエータを指定
します。Macintosh上では、クリエーターは、そのファイルに対して使用されるアプリケ
ーションを定義します。4D06は、4Dバージョン6のデフォルトのクリエーターです。
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ファイルのタイプと4D Transporter

次の表は、MacintoshとWindows上で4D Transporterによって設定されるファイルの対応表
です。

16

hsotnicaM ルイァフ swodniW 子張拡ルイァフの

用クーォフターデ 用クーォフスーソリ
D4 のスーベターデ

ルイァフャチクラトス BD4. RSR.

D4 のスーベターデ
ルイァフターデ DD4. RD4. ）てっよに合場（

txE.corP 外象対 RSE.corP
XD4caM にダルォフ
るれられ入 snoisnetxED4 XD4. RSR.

hsotnicaM てべすルイァフ 1 ATD. RSR. ）てっよに合場（

.1 グッラド、りたい開をルイァフのプイタ意任 & 、は合場いたしプッロド
dnammoC 。すまし押をーキ



次の表は、MacintoshのファイルタイプとWindows/DOSのファイル拡張子をまとめたもの
です（表内の図は、バージョン3のアイコンを使用しています）。
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ルイァフ hsotnicaM
プイタルイァフ

swodniW
子張拡ルイァフ

明説

ャチクラトス
ルイァフ

SAB BD4. 、 RSR. ァフャチクラトスのスーベターデ
作をスーベターデくし新、はルイ
。すまれら作にびたるす成

swodniW フスーソリ、はでともの
名スーベターデ“ルイァ RSR. も”

のこ。すまれら作 2 ルイァフの目番
す関にスーベターデ、はに

る hsotnicaM いてっ入がスーソリの
。すま

トスの後ルイパンコ
ルイァフャチクラ

YSAB CD4. 、 RSR. スの後ルイパンコのスーベターデ
ーベターデでルイァフャチクラト

に時ルイパンコのス relipmoCD4 に
。すまれら作てっよ

ルイァフターデ 5tad DD4. 、 RD4. ベターデくし新はルイァフターデ
まれら作にびたるす成作をスー
をスーベターデの存既、たま。す

に際く開 hsotnicaM はで上 noitpO キ
、ー swodniW はで上 TLA 押をーキ

。すまり作をルイァフくし新てし
swodniW で上 sulPrezimotsuC 用使を

てし DDEW デ“とる作をスーソリ
名スーベター RD4. 作がルイァフ”

。すまれら 2 、はにルイァフの目番
の内ルイァフターデ hsotnicaM リの
。すまいてっ入がスーソ

トンメグセターデ 5xad SD4. デ「はルイァフトンメグセターデ
ロアイダ」ンプーオルイァフター
押をンタボ」割分「のスクッボグ
ドーモ」ンイザデ「はたま、かす
ーュニメ」トンメグセターデ「で
。すまし成作てし択選をドンマコ

ルイァフグロ GOL4 LD4. ドーモ」ザーユ「はルイァフグロ
ロ「らかーュニメ」ルイァフ「の
るす用使をドンマコ」ルイァフグ

るす当相にれそ、か D4 をドンマコ
。すまれら作に際たし用使
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ルイァフ hsotnicaM
プイタルイァフ

swodniW
子張拡ルイァフ

明説

IICSA ルイァフ TXET TXT. D4 まルイァフトスキテたれら作で
、はた D4 に IICSA てしとトスキテ

ーケリプアの他にうよるめ込み読
イァフトスキテたし成作でンョシ

。すでル

ンョシーテスクーワ
ルイァフスーソリの

ser SER. フスーソリのンョシーテスクーワ
、はにルイァ tneilCD4 サてっよに

たれさドーロンウダらかバー
hsotnicaM まいてっ入がスーソリの

。す hsotnicaM ーベターデ“はで上
名ス ser. ムテスシ、で前名ういと”

の内ダルォフ」定設期初「の
「 ICA まいてれか置にダルォフ」
。す swodniW ブィテクア、はで上

るいてっなに swodniW トクレィデ
「の内リ ICA れか置にダルォフ」
。すまいて

ンョシーテスクーワ
ルイァフルカーロの

4COL XER. フルカーロのンョシーテスクーワ
、はにルイァ tneilCD4 サてっよに

たれさドーロンウダらかバー D4 の
いてっ入がトクェジブオンイザデ

。すま hsotnicaM ベターデ“はで上
名スー xer. 「” ICA 置にダルォフ」

。すまいてれか swodniW 、はで上
るいてっなにブィテクア swodniW

「の内リトクレィデ ICA ルォフ」
。すまいてれか置にダ

txE.corP ルイァフ TXEP RSE. hsotnicaM の txE.corP にルイァフ
、は K86 、ジーケッパ部外の用 CPP

（ジーケッパ部外の用 yromeM
stnemgarF っ入がスーソリ連関、）

はルイァフのこ。すまいて
swodniW 、がんせまれわ使はで上

をスーベターデ revreSD4 にもとと
あがとこるす在存は合場るす用使
ャチクラトスのスーベターデ、り
が要必く置に層階じ同とルイァフ

。すまりあ



他の4Dドキュメントのファイルタイプと対応するWindowsのファイル拡張子を次に示し
ます。
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ルイァフ hsotnicaM
プイタルイァフ

swodniW
子張拡ルイァフ

明説

D4 ンイグラプ
)hsotnicaM(

XPD4 XD4. D4 の hsotnicaM はンイグラプ
「 XD4caM ダルォフ」 ( チクラトス

すまいてれか置に層階じ同とャ )に
、にらさ。すまし置配 swodniW の

拡、で名ルイァフじ同、はでとも
が子張 RSR. ァフ連関るいてっなに

のこ。すまりあがルイ 2 ァフの目番
、はにルイ D4 のンイグラプ

hsotnicaM まいてっ入がスーソリの
はルイァフのられこ。す swodniW

ベターデ、がんせまれわ使はで上
をスー revreSD4 るす用使にもとと

。すまりあがとこるす在存は合場
D4 ンイグラプ

swodniW( ）
外象対 XD4. D4 の swodniW （ンイグラプ LLD ）

「は XD4niW ラトス（ダルォフ」
まいてれか置に層階じ同とャチク
、にらさ。すまし置配に）す

swodniW イァフじ同、はでともの
が子張拡、で名ル RSR. いてっなに

のこ。すまりあがルイァフ連関る 2
、はにルイァフの目番 D4 イグラプ

のン hsotnicaM てっ入がスーソリの
はルイァフのられこ。すまい

hsotnicaM 、がんせまれわ使はで上
をスーベターデ revreSD4 にもとと

あがとこるす在存は合場るす用使
。すまり

クーォフスーソリ
てべす

外象対 RSR. のルイァフの他のそ hsotnicaM ソリ
。すまいてっ入がルイァフスー

ルイァフ hsotnicaM swodniW

クンリトッホ LHD4 KL4.

トンメュキドトーポレクッイク ESD4 RQ4.

トンメュキドルベラ TED4 BL4.

TESEVAS トンメュキド TTES TS4.

SELBAIRAVEVAS トンメュキド 1RAV RV4.

存保プールグとザーユ GUD4 GU4.

トンメュキド名スパ HTap HTP.

IICSA トンメュキドタルィフ TLIF IF4.

alumrofylppA トンメュキド MRFE RF4.

トンメュキド索検 HCER FD4.

ラュミーォフ ( トーソ、索検 )... MRFT RFT.



注：Windowsの.4DBと.RSRファイルをMacintoshのストラクチャファイルにマージする
には、.4DBだけを4D Transporterアイコンにドラッグします。プログラムでは.RSRが同じ
階層にあれば、自動的に操作に組み入れます。.4DDと.4DRファイル、.DTAと.RSRファ
イルにも同じ方法が取られます。
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